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管理人室用リモコンについて

フレア接続

空調冷熱総合管理システム AE-CZJ の場合

配管接続部がフレア接続の場合、漏えい想定箇所に該当しますが、ろう付け、もしくは
ISO 14903に適合したねじ接合継手を使用した場合、漏えい想定箇所から除外されます。

M-NET 伝送線に接続することで冷媒漏えい時に管理人室等で警報
発報が可能です！
空調冷熱総合管理システム AE-CZJ にも警報機能を搭載。複数冷媒
系統接続時でも冷媒漏えい時の異常信号を検知して、警報音を発報
します。

管理人室リモコンの設定方法は「主従設定」より管理人室リモコンを
選択するだけ！ ※空調機の操作、状態確認はできません。

MA スマートリモコンを管理人室モードに設定変更すれば、管理人室に
も冷媒漏えいをお知らせできます。
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ねじ接合継手を施工する
には動画受講が必要です。
遮断弁キットの場合はろう
付けも可能です。

Check

管理人室リモコン（MA スマートリモコン）の場合

ねじ接合継手の取付
説明書は二次元コード
から閲覧可能です。

■設置例：室に冷媒配管接合継手がある場合
※冷媒漏えい時の最大濃度が LFL の 1/4 を超える最小空間（スケルトン天井）を想定

※天井開口がある場合、フレア接続部に対しての安全対策が必要＊です。
＊冷媒漏えい時の濃度が LFL の 1/4 を超える場合。

図　冷媒配管接合部がフレア接続の場合 図　冷媒配管接合部がねじ接合継手
　　（ISO 14903 適合）の場合



試運転の前に、インターロック検査が必要です。
施工・試運転・運用
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インターロック検査の手順

１．室内ユニット基板上の CNSB コネクタが、
正しい状態であるか確認する。

■ インターロック検査

当社のインターロック検査では、M-NET 通信線を含めたインターロック回路構成を確認します。
室内ユニットの CNSB コネクタが正しい状態であるかを必ず確認してください。

フロンガス警報器を使用する場合・安全対策不要
の場合、CNSB コネクタを抜く必要があります。

Check

Check

JRA GL-16に基づき、安全対策装置（遮断装置や検知器、警報装置など）が正しく接続されているか確認する検査です。
インターロック検査後は、点検記録表を管理者様へお渡しする必要があります。

・場所：室内ユニット基板上
・機能：室内ユニット内蔵の冷媒センサーを無効にする

※遮断対応・換気対応のどちらの場合においても、CNSBコネクタを抜いてください。

インターロック検査とは？

CNSB コネクタとは？

CNSBコネクタ

遮断装置と検知警報装置を選択

遮断対応で、
室内ユニット内蔵の冷媒センサーを
検知器として使用している場合

それ以外の場合

自動でインターロック検査完了
（操作不要）

左の画面から該当メニューをカーソルで選択し、システムの構成確認後、
リモコンの画面指示に従い検査を完了します。

A
B
C

A

換気装置と検知警報装置を選択（フロンガス警報器用 I/F）B

安全対策不要C

2．システム電源を投入する。

３．インターロック検査完了。回路検査へ移行してください。
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インターロック検査の方法
を説明した「インターロック
検査・回路検査ご紹介動画」
を二次元コードから閲覧
可能です。

システム通電後、自動的にインターロック検査画面が表示されますので、システムの構成確認後、リモコンの画面指
示に従い、検査を完了します。
※一部パターンにおいては、検査画面の表示無しに自動でインターロック検査を完了します。

リモコンでインターロック検査を行う場合

MAスマートリモコン
（PAR-46MA（-P）以降）

MAコンパクトリモコン
（PAC-SF02CR（-P）以降）
※警報機能は搭載されておりません。

■検査可能なリモコン

設定・点検支援ツールソフトは、暮らしと設備の業務支援サイト「WIN2K」よりダウンロード可能です。インストール
したパソコンを M-NET 伝送線に接続することで、インターロック検査を実施可能です。

設定・点検支援ツールでインターロック検査を行う場合

CB-57MNJ

設定・点検支援ツール

M-NET®
インターフェース
CB-57MNJ

システム構成
イメージ

MAスマートリモコン以外のリモコン使用
時のインターロック検査の実施が可能

M-NET M-NET

下記から簡単
インストール！
二次元コードから
閲覧可能です。

安全装置の構成を複数台同時に
表示し、検査の実施が可能

設定・点検支援ツールをインストールした PC と、空調機を接続する部材として、
M-NET® インターフェース（CB-57MNJ）を使用してください。

インターロック検査を実施できるツール

MA スマートリモコン（PAR-46MA（-P）以降）、MA コンパクトリモコン（PAC-SF02CR（-P）以降）から、
インターロック検査が可能です。
また、下記の場合はインターロック検査のために、設定・点検支援ツールをご使用いただく必要があります。

〈インターロック検査時に、設定・点検支援ツールが必須となるパターン〉

　● MA スマートリモコン（PAR-46MA（-P）以降）、MA コンパクトリモコン（PAC-SF02CR（-P）以降）以外のリモコンをご使用の場合
　● 遮断弁キット + MA スマートリモコン + 室内ユニット内蔵センサーのシステム構成以外で、グルーピングを行う場合

Check



試運転前と１年に1回以上、回路検査が必要です。
施工・試運転・運用
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 リモコン / フロンガス警報器毎に、1 台ずつ手動での実施＆アラームの鳴動確認を行います。

複数のリモコンをまとめて、PC 画面上で回路検査を行います。
各部屋でのアラーム鳴動確認が必要です。

■ 回路検査について

当社が提供する PC 用設定ツール。設定・点検ツールをダウンロードした PC の画面より、回路
検査を実施可能です。
詳細は、P.14 を参照ください。

管理人室リモコンが接続されている場合は、管理人室リモコンも
警報が発報され、警報音が鳴り、運転ランプとバックライトが
点滅します。

JRA GL-16 に基づき、冷媒漏えいを想定した際に、安全対策システムが作動することを確認するための検査です。
また、受け渡し後は管理者様自身で、1 回以上 / 年の定期点検として、実施していただく必要があります。

回路検査とは？

回路検査を実施できるツール

●MAスマートリモコン（PAR-46MA(-P)以降）

●設定・点検支援ツール

●フロンガス警報器（PAC-SL46FK）

試運転メニューに「回路検査」を追加しています。
リモコンを手動で操作することで、回路検査を実施できます。

回路検査実施ボタンを手動操作することで、回路検査を実施します。

MA スマートリモコン / フロンガス警報器で回路検査を行う場合

設定・点検支援ツールで回路検査を行う場合
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検査メニューより「回路検査」を実施できます。 新たに、「安全装置回路点検サポート」機能を搭載し、回路検査を実施できます。
●空調冷熱総合管理システム（AE-CZJ） ●機器管理クラウドサービス（MEL く～る LINK）

機器管理ツールで回路検査を行う場合

MELく～るLINK画面で
「点検スタート」

AE-CZJ

室内
ユニット

（センサー内蔵）

室内
ユニット

（センサー内蔵）

室内ユニット
（センサー内蔵）

遮断弁
キット

フロンガス
警報器

室外ユニット
MAスマート
リモコン

MAスマート
リモコン

管理人室

MAスマート
リモコン

クラウド
サーバー

警報器の
鳴動を確認

遠隔で回路検査を行います。また、各部屋でのアラーム鳴動確認は不要※1です。
さらに自動で回路検査結果の保管も可能です。

複数のリモコンをまとめて、
空調冷熱総合管理システムの画面上で

回路検査を行います。
また、各部屋でのアラーム鳴動確認は不要※1です。

MELく～るLINKでは、
充実のサポート機能で
管理者様の負担を軽減します。

❶冷媒漏えい診断　　　　　　　毎日冷媒漏えいを自動診断。　 簡易点検代替可能（JRA GL-17:2021適合）
❷異常通知　　　　　　　　　　ユニットの異常をメールでお知らせ。
❸運転データ確認　　　　　　　PCやスマートフォンでユニットの運転状態を監視。
❹安全装置回路点検サポート　　年1回以上で実施が求められる回路検査や5年ごとの冷媒センサー交換をサポート。

機能一覧

回路検査に要していた
時間・労力を低減

回路検査結果の自動保管や
検査時期の報告機能があるので、
適切な保守が可能

回路検査の検査時期が近づくと、
登録メールアドレスに通知。
WEBブラウザ上で回路検査の開
始指示が可能。検査結果はクラウドに自動で記録

施工業者様 管理者様

クラウド
サーバー

の安全装置回路点検サポート機能により
個別リモコンからの検査と比較して回路検査時間を 約58％約58％※2 削減可能

本サービスをご契約・ご採用の際は
最寄りの販売窓口までご相談ください。

有償
契約

Q A年に1回の回路検査や
記録の保管は、管理が
大変そう…

三菱電機のクラウドサービス 
「MELく～るLINK」にお任せ
ください！

「MELく～るLINK」の
サイトは、二次元コード
から閲覧可能です。

※1.空調冷熱総合管理システム（AE-CZJ）を設置している部屋に管理者が常駐しない場合は、MAスマートリモコンおよびフロンガス警報器の鳴動確認も必要です。

※2.試算条件  建物：3F建てオフィスビルを想定。ユニット設置台数　室内機：14台/1フロア×3フロア＝42台　点検業者の現場移動（60分想定）や点検準備・入出許可、
回路点検、点検報告書作成などの時間をもとに試算

インターロック検査の方法
を説明した「インターロック
検査・回路検査ご紹介動画」
を二次元コードから閲覧
可能です。



5年に1回以上、冷媒センサーの交換が必要です。
施工・試運転・運用
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5年に1回以上、冷媒センサーの交換が必要です。

5 年ごとの冷媒センサー交換の際は、保守・メンテナンス業者様へご連絡いただき冷媒センサーの交換をお願いします。

インターロック検査の方法
を説明した「インターロック
検査・回路検査ご紹介動画」
を二次元コードから閲覧
可能です。

■ 冷媒センサー交換について

JRA 4068 に基づき、5 年に 1 回以上の交換が求められています。

冷媒センサー交換とは？

冷媒センサーの交換について

万が一、居室内に冷媒が漏えいした際に、冷媒漏えいを検知するためのセンサーです。
燃焼の可能性のある濃度に達するまでに、事前に検知します。

R32 冷媒対応室内ユニットの吸込口付近に冷媒センサーが標準内蔵※ 1 されています。
別置のフロンガス警報器をご使用の場合は、フロンガス警報器内に冷媒センサーを搭載しています。

5 年経過時に MA リモコンの左上に点検コードと異常内容を交互に表示します。

異常内容：冷媒センサー交換
室内ユニットに内蔵している冷媒センサーを交換してください。

異常内容：フロンガス警報器交換
フロンガス警報器に内蔵している冷媒センサーを交換してください。
遮断弁キットまたはフロンガス警報器用インターフェースの電源を再投入して
ください。

冷媒センサーとは？

冷媒センサーはどこに搭載されているの？

交換のタイミングはどうやってわかる？

1625

1626

点検コード

点検コード

※ 1. 天井カセット形 1 方向吹出し < 小容量タイプ >、オールフレッシュ天井埋込形、大容量加湿器一体形外気処理エアコン、外気処理ユニットを除く。

室内ユニット
（天井カセット形 4 方向吹出し）

フロンガス警報器



インターロック検査・回路検査・冷媒センサー交換は記録保管が必要です。
施工・試運転・運用
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■ メンテナンス記録表について
施設側における安全装置の点検および交換の履歴管理を目的として、安全対策に関する点検（検査）および交換の
履歴の記録を残す必要があります。

記録保管イメージ

「施工時の記録」と「運用管理の記録」どちらも保管が必要です。「施工/サービスマニュアル（R32冷媒対応）」
に安全装置のメンテナンス記録表のフォーマットをご用意しています。

Check

運　用
1 年 2 年 3 年 4 年 5 年

施工業者様

管理者様

保守・メンテナンス会社様

試運転前

1年に
1回以上

5年に
1回以上

保守・メンテナンス会社様

インターロック検査

回路検査

「施工時の記録」保管 「運用管理の記録」保管

回路
検査

回路
検査

回路
検査

回路
検査

回路
検査

冷媒センサー
交 換

■安全装置のメンテナンス記録表



設計・施工時の変更点・注意事項
補　足
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ダクト開口下端までが冷媒漏えい空間とな
ります。

同一空間に SA/RA があれば、室内ユニット
内蔵センサーで検知できますが、別空間の
場合はフロンガス警報器が必要です。

クリーンルームのように、天井の高気密性
が確保されている場合は、下の部屋は天
井裏と隔絶されているため、ダクト開口側
の部屋のみ冷媒漏えい空間となります。

天井の気密性が確保されていない場合は、
室内ユニットから天井面直下の室に冷媒が
流下するため、室内ユニットが設置してあ
る部屋も冷媒漏えい空間となります。

■ ■ 漏えい対象空間

ダクト開口 ( 吹出・吸込 ) の下端が漏えい想定箇所となります。
天井面にダクト開口がある場合は、床面から天井面までが漏えい高さとなります。

独立した居室 A・B は、どちらも漏えい空間の対象となりますので、A・B どちらにもフロンガス警報器の設置が必要です。

ダクト開口の部屋の上に
室内ユニットが設置されている場合

ダクト開口とは別の部屋の上に室内ユニットが設置されている場合

天井裏

室内（居住空間）A 室内（居住空間）B

天井裏

室内（居住空間）A

天井裏

室内（居住空間）A 室内（居住空間）B

天井裏

室内（居住空間）A 室内（居住空間）B

フロンガス
警報器

フロンガス
警報器

SA SARA

天井裏

室内（居住空間）A 室内（居住空間）B

RA SA

天井裏

室内（居住空間）A 室内（居住空間）B

フロンガス
警報器

フロンガス
警報器

RA SA

内蔵センサー SA…給気　RA…還気

■高気密天井の場合 ■高気密天井以外の場合

■ 設計・施工時のポイント

天井埋込形の場合の冷媒漏えい空間について

天井埋込形機種のダクト施工制約

安全対策が必要な空間に対して複数の吹き出し（SA）がある場合や、別空間に SA、RA ダクトがある場合で
もフロンガス警報器を設置すれば使用可能です。
➡ 1 台の遮断弁キット（もしくはフロンガス警報器用インターフェース）に対し、フロンガス警報器は最

大で 8 個まで接続可能です。

Check
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天井裏が２つ以上の部屋で共有されている場合かつ天井チャンバー吸込みをする場合、天井裏に仕切りを設けるか、
あるいは室内にフロンガス警報器を設置してください。

ダクトにて複数の部屋へ吸込みおよび吹出しする場合は、吸込みダクトおよび吹出しダクトが接続されるすべての室内
にフロンガス警報器を設置してください。

１．安全対策が必要な室に対して
フロンガス警報器の設置が
必要です。

※本機種に、冷媒センサーは内蔵されていません
※フロンガス警報器使用時は別途フロンガス警報

器用インターフェースが必要です

フロンガス警報器用インター
フェースへフロンガス警報器
を最大 8 個まで設置可能。
複数の部屋への吹分けを可能
としています。

2．遮断対応 / 換気対応どちらも対応可能です。

天井裏

室内（居住空間）A 室内（居住空間）B

MAスマート
リモコン

室内ユニット
(センサー内蔵)

MAスマート
リモコン

室内ユニット
(センサー内蔵)

天井裏

室内（居住空間）A 室内（居住空間）B

MAスマート
リモコン

室内ユニット
(センサー内蔵)

MAスマート
リモコン

室内ユニット
(センサー内蔵)

天井裏

室内（居住空間）A 室内（居住空間）B

MAスマート
リモコン

室内ユニット
(センサー内蔵)

MAスマート
リモコン

室内ユニット
(センサー内蔵)

フロンガス
警報器

フロンガス
警報器

MAスマート
リモコン

天井裏

室内（居住空間）A 室内（居住空間）B

室内ユニット(センサー内蔵)

フロンガス
警報器

フロンガス
警報器

MAスマート
リモコン

天井裏

室内（居住空間）A 室内（居住空間）B

室内ユニット(センサー内蔵)

フロンガス
警報器

天井裏外気

室内（居住空間）A 室内（居住空間）B
フロンガス
警報器

フロンガス
警報器

室内 A,B 毎に天井裏を区切る 室内 A,B 毎にフロンガス警報器設置

天井埋込形の設置制約

オールフレッシュ天井埋込形、外気処理エアコン、外気処理ユニットについて

室外ユニット

室外ユニット

遮断弁キット

室内ユニット

室内ユニット

室外ユニット

室内ユニット
換気装置

■遮断対応の場合

■他空調機の換気対応時の換気装置としても使用可能
　（業務用ロスナイ外気処理ユニットのみ）

遮断

■換気対応の場合

漏えい信号
出力

漏えい信号
出力

オールフレッシュ天井埋込形、外気処理エアコン、外気処理ユニットから冷媒が漏れた
場合、機器がかくはん(送風)運転します。
また、風量が163m3/hを満たしていれば自身を安全対策の装置（機械通風装置）と
することが可能です。

信号出力を受け、
換気装置として使用可能

業務用ロスナイ
外気処理ユニット

オールフレッシュ
天井埋込形

大容量加湿器一体形
外気処理エアコン

業務用ロスナイ
外気処理ユニット

※建築基準法に準拠したうえで実施してください。
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●機器周辺でガス機器やスプレー類を使用しないでください。プロパン・ブタン・フロンなどを含むスプレー類やアセトン・
エタノールを含む薬剤・消毒液、またはジクロロメタンを含む塗料・炭火などの煙によって誤検知や冷媒センサーの交
換が必要となる場合があります。

●検知警報器は、冷媒の漏えいを検知すると、ランプの点滅と同時に警報を発報します。フロンガス警報器を居室に設
置する場合、室内ユニットの中心から水平距離が10ｍ以内、かつ床面から30cm以下の位置に設置してください。（図1）

●室内ユニット（漏えい想定箇所）とフロンガス警報器を結ぶ直線上に障害物がある場合障害物を迂回した経路の水平方向
の距離で7m以内に設置してください。（図2）

■図2■図1

フロンガス警報器の設置に関する注意点

配線接続のポイント

電源
三相200V

室外ユニット

室内ユニット

室内ユニット

室内ユニット

遮断弁
キット

遮断弁
キット

MA
リモコン

MA
リモコン

プルボックス

MA
リモコン

MA
リモコン

MA
リモコン

MA
リモコン

電源
単相
または

三相200V

〈漏電遮断機〉〈手元開閉器〉
〈配線用遮断器〉

〈漏電遮断機〉〈手元開閉器〉
〈配線用遮断器〉

遮断弁キットの制御線用端子台は2つあります。1
Point

室内ユニットの制御線は遮断弁キットの端子台「TB2」
又は「TB3」へ配線する必要があります。安全対策（遮断）
必要な室内ユニットは「TB3」へ、安全対策(遮断)不要な
室内ユニットは「TB2」へ配線してください。
※室外ユニットから遮断弁キット、遮断弁キット同士の配線は「TB2」から配線してください。

2
Point

遮断弁キットの電源線は室内ユニットから渡り配線
またはプルボックス分岐で配線してください。
電源線、制御線が分かれています。電源線は単相200Vで
接続してください。接続端子台は「TB1」です。

遮断弁キットは、遮断対象の室内ユニットと開閉器を共有し、
遮断弁キットが末端となるように配線してください。
※配線保護できる場合は末端接続不要です。

3
Point

フロンガス警報器使用時は、フロンガス警報器用
接続端子(TB4A～TB4H)に4芯シース付きケーブル
(現地手配)で配線接続してください。

4
Point

1台の遮断弁キットに対してフロンガス警報器を最大で8個
まで接続可能です。
4芯シース付きケーブル(現地手配)の配線長さは40m以内に
する必要があります。

M-NET伝送線
電源線
リモコン線

据付時は、ガイドラインに基づく設置
位置を踏まえた上で対応してください。
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■ 設計で役立つツールのご紹介

安全対策要否判定ツール

■機能一覧

安全対策要否判定早見表
漏えい高さを入力することで安全対策不要となる
室面積の目安を算出可能。

利用用途  設計時、施工時

独自  遮断弁キット集約検討ツール
遮断弁キットでの安全対策を選択する場合、遮断弁
キットの設置位置・集約可否を判断することが
可能です。

利用用途  設計時、施工時

安全対策要否判定ツール
系統毎のシステム冷媒量を基に空調機を設置す
る部屋毎の安全対策要否判定が可能です。また、
安全対策要否判定書の出力が可能です。

利用用途  設計時、施工時

システム最大封入冷媒量一覧表
室外ユニット形名毎のシステム最大封入冷媒量が
確認可能です。また、最大冷媒量で安全対策を
不要とできる最小床面積、地下最下層で設置可能
な最小床面積を表示可能です。

利用用途  設計時、施工時

安全対策要否判定ツールは二次元コードよりダウンロードが可能です。
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Step1　 システム冷媒量を算出する（3パターンで算出可能） 独自

●対象形名、配管情報、接続室内ユニット情報、部屋情報を入力することで系統毎のシステム冷媒量を算出し、安全
対策要否判定を実施可能です。

●安全対策要否判定書を出力することが可能です。

部屋毎の要否判定を出力可能

自動で安全対策要否、
遮断弁キット必要数を算出

系統毎に入力 配管長、室内ユニット接続情報を入力することでシステム冷媒量の算出が可能 システム冷媒量が最
大封入冷媒量を超過
していないか自動で
確認可能

No 算出方法 内 容 精度 簡便性

1 最大値
室外ユニット形名を選択することで室外ユニットが許容するシステム最大封入冷媒量

（最も厳しい条件）にて遮断弁キットの要否判断を実施。配管長、室内ユニット接続
容量を確認する必要が無い。

低 高

2 計算値【簡易版】

総配管長の情報がある（液配管径毎の長さは不明）場合、室外ユニット形名、最も太い
液配管径を選択、総配管長、室内ユニット接続容量を入力することで遮断弁キットの
要否判断を実施。液配管径が一番太い場合（より厳しい）を前提として簡易計算が
可能。

中 中

3 計算値【詳細版】 室外ユニット形名を選択、液配管径毎の長さ、最遠配管長、室内ユニット接続容量を
入力することで遮断弁キットの要否判断を実施。より精度高く検討することが可能。 高 低

Step2　 算出した冷媒量を基に部屋毎の安全対策要否判定を実施

安全対策要否判定ツール
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安全対策訴求チラシ（遮断・換気）
R32 冷媒の安全対策の換気についての情報が
簡単にまとめられているチラシ。

ねじ接合継手施工動画
三菱電機のねじ接合継手（別売品）を用いた
施工方法を動画で解説。

動画

チラシ

工程別に詳細情報を知りたい方はこちらから各資料をチェック

設
　計

施
　工

試
運
転

運
　用

引
き
渡
し
・
取
扱
説
明

空調機設計

電気工事

気密試験

真空引き

冷媒充てん

試運転

引き渡し

完成図納入

取扱説明

安全対策設計

配管工事据付

インターロック検査

冷媒センサー交換

回路検査

回路検査

各居室に対する安全対策の要否の判別が可能。
遮断弁キットの設置位置まで判定できる！

安全対策要否判定ツール ツール

回路検査・冷媒センサー交換周知チラシ
エンドユーザー様向けの周知用チラシ。

チラシ

冷媒センサー交換方法動画
5 年に１回以上、必ず実施が必要な
冷媒センサー交換の方法を動画で解説。

動画

インターロック検査・回路検査シミュレーションコンテンツ
インターロック検査・回路検査の実施方法を
ご体感いただけるツール。
検査手段や、詳細情報について知りたい方向け。

ツール

R32 冷媒 特設サイトに掲載しています。
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冷媒配管

フロンガス警報器用配線

外部接点出力線

M -NET伝送線

MAリモコン線

三菱
 なら！

三菱
 なら！

三菱
 なら！ 三菱

 なら！

三菱
 なら！

システム設計時 ( 安全対策装置の設置の際 ) の POINT

警報装置

システム運用時の POINT
室内ユニット、および配管接続部 ( フレア接続 ) に対し、検知器＆警報装置の設置が必要です。

室内ユニットに冷媒センサー（検知器）を標準搭載しています。また、ねじ接合継手（ISO 14903 に適合）
を使用すると、配管接続部の安全要否判定を除外可能です。

MAスマートリモコンに新たに警報機能を搭載。
MAスマートリモコン設置時は、警報装置の別置き
設置が不要

遮断装置

遮断弁キットを別売部品にてラインアップ

冷媒センサーを室内ユニットに内蔵

検知 / 警報装置

検知警報機能を持たせた
フロンガス警報器をラインアップ

機械通風装置

冷媒漏えい信号を外部接点出力する
ことで、現地の換気装置との連動が可能

冷媒漏れを検知した際に作動する安全遮断弁もしくは機械通風装置が必要です。

どちらも対応可能です。また、Fit マルチは
安全遮断弁内蔵のため、追加の遮断装置
は不要です。

当社の業務用ロスナイ®以外の換気送風機（スト
レートシロッコファン・ダクト用換気扇）も安全対策
の機械通風装置としてご使用いただけます。

5 年に 1 回以上冷媒センサーの交換が必要です。

冷媒センサーの交換方法を紹介した動画もご用意しています。

1 年に 1 回以上回路検査が必要です。

手元リモコンだけでなく、管理人室や遠隔地から実施できるツールをご用意しています。

検  知

■ 三菱電機の安全対策必要部材
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冷媒配管

フロンガス警報器用配線

外部接点出力線

M -NET伝送線

MAリモコン線

三菱
 なら！

三菱
 なら！

三菱
 なら！ 三菱

 なら！

三菱
 なら！

システム設計時 ( 安全対策装置の設置の際 ) の POINT

警報装置

システム運用時の POINT
室内ユニット、および配管接続部 ( フレア接続 ) に対し、検知器＆警報装置の設置が必要です。

室内ユニットに冷媒センサー（検知器）を標準搭載しています。また、ねじ接合継手（ISO 14903 に適合）
を使用すると、配管接続部の安全要否判定を除外可能です。

MAスマートリモコンに新たに警報機能を搭載。
MAスマートリモコン設置時は、警報装置の別置き
設置が不要

遮断装置

遮断弁キットを別売部品にてラインアップ

冷媒センサーを室内ユニットに内蔵

検知 / 警報装置

検知警報機能を持たせた
フロンガス警報器をラインアップ

機械通風装置

冷媒漏えい信号を外部接点出力する
ことで、現地の換気装置との連動が可能

冷媒漏れを検知した際に作動する安全遮断弁もしくは機械通風装置が必要です。

どちらも対応可能です。また、Fit マルチは
安全遮断弁内蔵のため、追加の遮断装置
は不要です。

当社の業務用ロスナイ®以外の換気送風機（スト
レートシロッコファン・ダクト用換気扇）も安全対策
の機械通風装置としてご使用いただけます。

5 年に 1 回以上冷媒センサーの交換が必要です。

冷媒センサーの交換方法を紹介した動画もご用意しています。

1 年に 1 回以上回路検査が必要です。

手元リモコンだけでなく、管理人室や遠隔地から実施できるツールをご用意しています。

検  知
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お問い合せは下記へどうぞ

〒100-8310 東京都千代田区丸の内2丁目7番3号（東京ビル）

管轄エリアは下記をご覧ください。
※1：青森県・岩手県・宮城県・秋田県・山形県・福島県　※2：茨城県・栃木県・群馬県・埼玉県・新潟県　※3：千葉県・東京都・神奈川県・山梨県・長野県　※4：岐阜県・静岡県・愛知県・三重県
※5：富山県・石川県・福井県　※6：滋賀県・京都府・大阪府・兵庫県・奈良県・和歌山県　※7：鳥取県・島根県・岡山県・広島県・山口県　※8：徳島県・香川県・愛媛県・高知県

三菱電機住環境システムズ株式会社 北海道支社 ……………………………………………… (011)893-1342
三菱電機住環境システムズ株式会社 東北支社※1……………………………………………… (022)742-3020
三菱電機住環境システムズ株式会社 関越支社※2……………………………………………… (048)788-4212
三菱電機住環境システムズ株式会社 東京支社※3……………………………………………… (03)3847-4165
三菱電機住環境システムズ株式会社 中部支社※4……………………………………………… (052)527-2080
 北陸営業部※5…………………………………………… (076)252-9935

三菱電機住環境システムズ株式会社 関西支社※6……………………………………………… (06)6310-5060
三菱電機住環境システムズ株式会社 中四国支社※7…………………………………………… (082)504-7362
 四国開発営業課※8……………………………………… (087)879-1066
三菱電機住環境システムズ株式会社 九州支社 ………………………………………………… (092)476-7104
沖縄三菱電機販売株式会社 …………………………………………………………… (098)898-1111

設計・施工がよくわかる完全ガイド（R32冷媒対応）

まずはここから！これさえ確認すれば、三菱電機 R32冷媒の安全対策システムがよくわかる。

R32冷媒 特設WEBサイト
三菱電機 R32 冷媒の安全対策シス
テムをご紹介しています。
最新情報を素早く
入手したい方は
こちらをチェック！

ビル用マルチエアコン 施工/サービスマニュアル（R32冷媒対応） グランマルチ製品特長リーフレット
安全対策システムの設計・施工・サービスに関する内容を記載しています。
より詳細な情報を知りたい方は
こちらをチェック！

ZEB 実現を見据えたグランマルチシリーズが、新構造と
R32 冷媒を採用し、環境負荷低減へ向けモデルチェンジ。
グランマルチの製品特長は
こちらをチェック！

ガイドライン解説動画
GL-20、GL-16の基礎的な内容を解説しています。
ガイドライン情報や、安全対策の基礎的な解説を
知りたい場合は
こちらをチェック！

■ ビル用マルチエアコン R32 冷媒に関する詳細情報はこちら


